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概要

Eclipse Temurin 11.0.24 のリリースノートには、OpenJDK 11 の新機能の概要と、潜在的な既知の問
題と考えられる回避策の一覧が記載されています。
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はじめに

Open Java Development Kit (OpenJDK) は、Java Platform Standard Edition (Java SE) のオープン
ソース実装です。Eclipse Temurin は、OpenJDK 8u、OpenJDK 11u、OpenJDK 17u、OpenJDK 21u の 4
つの LTS バージョンで利用できます。

Eclipse Temurin のバイナリーファイルは、macOS、Microsoft Windows と、Red Hat Enterprise Linux
や Ubuntu を含む複数の Linux x86 オペレーティングシステムで利用できます。

はじめに
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RED HAT BUILD OF OPENJDK ドキュメントへのフィードバック
エラーを報告したり、ドキュメントの改善を提案したりするには、Red Hat Jira アカウントにログイン
し、課題を送信してください。Red Hat Jira アカウントをお持ちでない場合は、アカウントを作成する
ように求められます。

手順

1. 次のリンクをクリックして チケットを作成します。

2. Summary に課題の簡単な説明を入力します。

3. Description に課題や機能拡張の詳細な説明を入力します。問題があるドキュメントのセク
ションへの URL も記載してください。

4. Create をクリックすると、課題が作成され、適切なドキュメントチームに転送されます。
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https://issues.redhat.com/secure/CreateIssueDetails!init.jspa?pid=12322020&summary=(issue+created via+link)&issuetype=1&priority=3&labels=customer-feedback&components=12332873


多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、用語
の置き換えは、今後の複数のリリースにわたって段階的に実施されます。詳細は、Red Hat CTO であ
る Chris Wright のメッセージ をご覧ください。

多様性を受け入れるオープンソースの強化
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第1章 ECLIPSE TEMURIN のサポートポリシー
Red Hat は、一部の Eclipse Temurin のメジャーバージョンをサポートします。一貫性を保つために、
これらのバージョンは、Oracle が Oracle JDK 向けに長期サポート (LTS) を指定しているバージョンと
同じになります。

Eclipse Temurin のメジャーバージョンは、最初に導入された時点から少なくとも 6 年間サポートされ
ます。詳細は、Eclipse Temurin のライフサイクルおよびサポートポリシー  を参照してください。

注記

RHEL 6 のライフサイクルは 2020 年 11 月に終了します。このため、Eclipse Temurin は
サポート対象の構成として RHEL 6 をサポートしません。
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https://access.redhat.com/articles/1299013#Tem_Life_Cycle


第2章 ECLIPSE TEMURIN の機能
Eclipse Temurin には、OpenJDK のアップストリームディストリビューションの構造の変更は含まれま
せん。

Eclipse Temurin の最新の OpenJDK 11 リリースに含まれる変更点とセキュリティー修正の一覧は、
OpenJDK 11 .0.24 Released を参照してください。

新機能および機能拡張
次のリリースノートを確認して、Eclipse Temurin 11.0.24 リリースに含まれる新機能と機能拡張を理解
してください。

DTLS 1.0 はデフォルトで無効になっています
OpenJDK 9 では、Datagram Transport Layer Security (DTLS)プロトコルのバージョン 1.0 とバージョ
ン 1.2 (JEP-219)の両方のサポートが追加されました。TLS 1.1 に基づく DTLSv1.0 は、このプロトコルは
弱いと見なされ、最新の標準によって安全ではないと見なされるため、使用は推奨されなくなりまし
た。OpenJDK 11.0.24 では、DTLSv1.0 を使用しようとすると、JDK はデフォルトで 
SSLHandshakeException を出力します。

DTLSv1.0 を引き続き使用する場合は、java.security 設定ファイルを変更する
か、java.security.properties システムプロパティーを使用すると、jdk.tls.disabledAlgorithms システ
ム プロパティーから DTLSv1. 0 を削除できます。

注記

DTLSv1.0 の使用は推奨されず、ユーザー自身のリスクになります。

JDK-8256660 (JDK Bug System)  を参照してください。

内部 JDK バイナリーの $ORIGIN ランタイム検索パスでは、RUNPATH よりも RPATH が優先さ
れます。
JDK のネイティブ実行可能ファイルとライブラリーは、埋め込みランタイム検索パス (rpaths) を使用
して、必要な内部 JDK ネイティブライブラリーを検索します。Linux システムでは、バイナリーは 
DT_RPATH または DT_RUNPATH を使用してこれらの検索パスを指定できます。

バイナリーが DT_RPATH を使用して検索パスを指定すると、これらのパスは 
LD_LIBRARY_PATH 環境変数で指定されたパス よりも先に 検索されます。

バイナリーが DT_RUNPATH を使用して検索パスを指定すると、これらのパスは 
LD_LIBRARY_PATH で指定されたパス の後に のみ検索されます。つまり、DT_RUNPATH を
使用すると、LD_LIBRARY_PATH で指定されている同じ名前のライブラリーで JDK 内部ライ
ブラリーを上書きでき、セキュリティーの観点からは望ましくないことになります。

以前のリリースでは、使用されるランタイム検索パスのタイプは、動的リンカーのデフォルトの検索パ
スに基づいていました。OpenJDK 11.0.24 では、DT_RPATH が使用されるようにするために、
DT_RPATH オプション が明示的にリンカーに渡されます。

JDK-8326891 (JDK Bug System)  を参照してください。

GlobalSign R46 および E46 ルート証明書が追加されました
OpenJDK 11.0.24 では、cacerts トラストストアに 2 つの GlobalSign TLS ルート証明書が含まれていま
す。

証明書 1

名前: GlobalSign

第2章 ECLIPSE TEMURIN の機能
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名前: GlobalSign
別名: globalsignr46

識別名: CN=GlobalSign Root R46、O=GlobalSign nv-sa、C=BE

証明書 2

名前: GlobalSign

別名: globalsigne46

識別名: CN=GlobalSign Root E46、O=GlobalSign nv-sa、C=BE

JDK-8316138 (JDK Bug System)  を参照してください。

改訂日時: 2024-08-02
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